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【国際特許分類】
   Ｃ０７Ｆ   7/12     (2006.01)
   Ｈ０１Ｌ  21/316    (2006.01)
   Ｈ０１Ｌ  21/318    (2006.01)
   Ｈ０１Ｌ  21/205    (2006.01)
   Ｃ２３Ｃ  16/42     (2006.01)
   Ｃ２３Ｃ  16/455    (2006.01)
   Ｃ０７Ｆ   7/10     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ０７Ｆ    7/12     　　　Ｗ
   Ｈ０１Ｌ   21/316    　　　Ｘ
   Ｈ０１Ｌ   21/318    　　　Ｂ
   Ｈ０１Ｌ   21/205    　　　　
   Ｃ２３Ｃ   16/42     　　　　
   Ｃ２３Ｃ   16/455    　　　　
   Ｃ０７Ｆ    7/10     ＣＳＰＦ

【誤訳訂正書】
【提出日】令和2年8月12日(2020.8.12)
【誤訳訂正１】
【訂正対象書類名】特許請求の範囲
【訂正対象項目名】請求項１
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【請求項１】
　１～５個のケイ素結合ビニル基及び５～１個のケイ素結合置換基からそれぞれ選択され
、前記５～１個のケイ素結合置換基が、ケイ素結合塩素原子及びケイ素結合ジアルキルア
ミノ基から独立して選択される、６個のケイ素結合置換基から独立してなるＳｉＨ非含有
ビニルジシラン化合物であり、ただし、ケイ素結合ビニル基が１個のみ存在する場合、少
なくとも１個のケイ素結合ジアルキルアミノ基が存在する、ＳｉＨ非含有ビニルジシラン
化合物。
【誤訳訂正２】
【訂正対象書類名】特許請求の範囲
【訂正対象項目名】請求項９
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【請求項９】
　１～５個のケイ素結合ビニル基及び５～１個のケイ素結合置換基からそれぞれ選択され
、前記５～１個のケイ素結合置換基が、ケイ素結合塩素原子及びケイ素結合ジアルキルア
ミノ基から独立して選択される、６個のケイ素結合置換基から独立してなるＳｉＨ非含有
ビニルジシラン化合物であり、ただし、ケイ素結合ビニル基が１個のみ存在する場合、少
なくとも１個のケイ素結合ジアルキルアミノ基が存在する、ＳｉＨ非含有ビニルジシラン
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化合物の製造方法であって、１～６個のケイ素結合塩素原子及び５～０個のケイ素結合ジ
アルキルアミノ基から選択される６個のケイ素結合置換基から独立してなるＳｉＨ非含有
クロロジシラン化合物を、１～５モル当量のビニルマグネシウムクロリド又は０．５～２
．５モル当量のジビニルマグネシウムと接触させて、前記ＳｉＨ非含有ビニルジシラン化
合物を含む反応生成物を得ることを含む、製造方法。
【誤訳訂正３】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】０００６
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【０００６】
　態様１．１～５個のケイ素結合ビニル基及び５～１個のケイ素結合置換基からそれぞれ
選択され、前記５～１個のケイ素結合置換基が、ケイ素結合塩素原子及びケイ素結合ジア
ルキルアミノ基から独立して選択される、６個のケイ素結合置換基から独立してなるＳｉ
Ｈ非含有ビニルジシラン化合物であり、ただし、ケイ素結合ビニル基が１個のみ存在する
場合、少なくとも１個のケイ素結合ジアルキルアミノ基が存在する、ＳｉＨ非含有ビニル
ジシラン化合物。
【誤訳訂正４】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００１９
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００１９】
　態様１４．ケイ素結合塩素原子及びケイ素結合ジアルキルアミノ基から独立して選択さ
れる、それぞれ、１～５個のケイ素結合ビニル基及び５～１個のケイ素結合置換基から選
択される６個のケイ素結合置換基から独立してなるＳｉＨ非含有ビニルジシラン化合物で
あり、ただし、ケイ素結合ビニル基が１個のみ存在する場合、少なくとも１個のケイ素結
合ジアルキルアミノ基が存在する、ＳｉＨ非含有ビニルジシラン化合物の製造方法であっ
て、１～６個のケイ素結合塩素原子及び５～０個のケイ素結合ジアルキルアミノ基から選
択される６個のケイ素結合置換基から独立してなるＳｉＨ非含有クロロジシラン化合物を
、１～５モル当量のビニルマグネシウムクロリド又は０．５～２．５モル当量のジビニル
マグネシウムと接触させて、ＳｉＨ非含有ビニルジシラン化合物を含む反応生成物を得る
ことを含む、製造方法。用語「ＳｉＨ非含有クロロジシラン化合物」は、２個のケイ素原
子及び６個のケイ素結合置換基からなり、そのうちの少なくとも１つはケイ素結合塩素原
子である分子、又は独立して同じであるか若しくは異なる、そのような分子の集合を意味
する。
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